2025年度メールマガジン　その時LOMが動いた　原稿依頼シート
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【原稿作成における注意事項】
原稿は委員長（同好会の場合はキャプテン）の確認を必ず受けてください。その後、委員長、副理事長のラインチェックを受けていただき、すべての確認が済んでいる原稿を配信週の水曜日12：00までに拡大・広報委員会までメールにて必ずお届けいただけますよう、よろしくお願いいたします。
（役員および出向者の皆様は、直接当委員会に提出して頂きますようお願いいたします。）

掲載依頼先並びに原稿送り先：　拡大・広報委員会　広報幹事　松井　秀平
拡大・広報委員会 代表メール： 2025kakudaikouhou@gmail.com

【添付ファイルにおける注意事項】
・写真、資料（ポスター等）を掲載する場合は原稿と一緒に送信してください。
・写真データは縦横比を変動させずに縮小（横1280程度）して添付ください。
・すべての容量合計が10MBより大きい場合、もしくはファイルが10個以上となる場合は結合し、ファイアストレージやファイル便などのアップローダなどを使用してください。
・サーバにアップする性質上、画像やポスターなどのファイル名は英数半角でお願いします。
（例：dsc9685.jpeg、02reikai-poster.pdfなど（日本語・全角は使わないでください。））
　・個別の画像ファイルにコメントを付けたい場合は原稿記入シートの最後に
dsc9685.jpeg「盛り上がる委員会メンバー」
dsc9692.jpeg「燃え尽きた委員長」
など、画像データ名のあとにコメントを記載してください。
特に個別のコメントが必要ない場合は画像データのみを送ってください。

※アルファベット・数字は全て半角での入力をお願いいたします。
※フォントはMSゴシック、サイズ10.5で入力をお願いいたします。（現設定変更不可）
※保存ファイル名を下記の様にお願いいたします。
ファイル名：掲載日-委員会-内容がわかるタイトル
例）委員会１月１日号掲載のメールマガジン発刊のご挨拶
0101-委員会-メルマガ発刊挨拶.doc




	原稿本文





2025年度統一文言ならびに定義集

使用文言
言葉の定義
変わろう
ポジティブな変化をしていこうという投げ掛け
中期ビジョン
「JCI富山2022中期ビジョン」およびその中に記載された行動指針
ビジョン
ありたい姿。地域（まち）、団体、個人それぞれの理想の姿
運動
（JC運動）
JCが起点となり団体として行う運動。地域や社会を巻き込み、市民の先頭に立ってリーダーシップを発揮し、問題解決のためのアクションを推し進めること。
活動
（JC活動）
個と団体の行動。JC内部での意識統一のための行動、その他組織
運営に関する行動。
「団体」と
「組織」
組織運営など内部の目線での記載の際は「組織」、それ以外の一般的にJCを表す際は「団体」。
ヒト
「人」は全ての市民や現状の自分たちという意味合い
「ヒト」はどのような困難に直面したときも後ろ向きになるので
はなく過去の経験、歴史、最新の情報を自分で獲得し学ぶことが
できた人、道理から外れることなく目標とする姿へ柔軟な姿勢で
挑むことができる人の状態を示す。
先達
他の人より経験を積み後輩を導いてきた人のこと


【統一文言】理事長所信・活動方針・議案をはじめとする文章において下記を統一する。
・英字、数字は半角に統一
・「富山青年会議所」or 「富山JC」（JCI富山は不可）
・「私たち」
・「こと」（ひらがなで統一）
・「一人ひとり」
・子ども
・さらに（ひらがなで統一）
・新しく生み出す、創造という意味合いの場合は「創る」を使用。それ以外の場合については「つくる」を使用。その他、「まちづくり」「ひとづくり」「環境づくり」等「○○づくり」の場合もひらがなとする。
・「とやま」は富山青年会議所活動エリア内を指す。「富山」と表現する場合は富山県、富山市、富山JC等、接続する単語が付く場合にのみ使用。
・「会員」、「シニア会員」と表記。「メンバー」は不可。
・「繋がる」、「繋げる」、「繋がり」（漢字に統一）
・「共に」は誰かと一緒に行う場合に使用。別の事項を示す場合は「ともに」を使用。
・「もつ」はひらがなを使用。物理的に何かを手に取る場合は「持つ」を使用。
・「日本JC」(JCI日本は不可)

